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• 本資料、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝおよび引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来の業績見通し、事業戦略が含まれており、

それらは現在入手可能な情報から得られた当社経営者の判断に基づいております。 

• これらの将来的予測に基づく記載や発言は将来の実績を保証するものではなく、実際の結果が製品に対する需要変動、

為替変動、金利変動、偶発債務などの様々な要素により、業績見通しとは異なる結果となりうることをご承知おき下さい。 

2013/2/18 



Ⅰ. 新中期経営計画「復活2014」 

利益を造る企業体質への変革 

利益創出のための短期対策 

「緊急対策」 

中期的な事業構造の改革 

「構造改革」 

重点分野への資源の集中 

「経営資源の集中」 

【基本方針】 

【主な施策】 
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2013年4月～2015年3月（2年間） 
【対象期間】 

2013/2/18 

次への成長に向けて 

「新商品・新事業の拡大」 



世
界
で
存
在
感
の
高
い
企
業
へ 

新中期経営計画「復活2014」 

2013年3月期 

下期  上期 下期 上期 下期 上期   

2012/10 2013/4 2013/10  2014/4 2014/10 2015/4 

緊急対応+次なる成長へ  

2014年3月期 2015年3月期 ・・・・・ 2018年 

創業 

100周年 
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 中期経営計画 「躍進2013」  

“利益を造る企業体質への変革” 
    緊急対策 
（利益創出のための短期対策） 

構造改革（中期的な事業構造の改革） 

経営資源の集中（重点分野への資源の集中） 

2013/2/18 

新商品・新事業の拡大（次への成長に向けて） 

 
新・中期経営計画  

「復活2014」 
 
 
 
 
 
 

次
な
る
成
長
ス
テ
ー
ジ
へ 
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主な施策-1「緊急対策」 

   短期対策として13年3月期下期から実施 
      13年3月期の成果見通しと「復活2014」の予定 

主な施策 13年3月期（見通し） 「復活2014」 

人件費削減 
（給与、賞与ｶｯﾄなど） 

約20億円削減予定 約28億円削減予定 

固定費削減 
（全部門の経費ｶｯﾄなど） 

約35億円削減予定 約74億円削減予定 
 

設備投資の抑制 
 

480億円の予定 2年間の減価償却費以下
の510億円まで抑制予定 

棚卸資産の削減 
 

1,570億円の予定 2年後に1,450億円まで
削減予定 

資産の廃棄・売却 約25億円の予定 ー 

緊急対策 

2013/2/18 ※「復活2014」の為替ﾚｰﾄは、US$85円、€110円。 



主な施策-2「経営資源の集中」 

① 自動車事業の収益改善 

② 補修・市販向け販売拡大 

③ 産業機械事業のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ強化 

 

重点分野への資源の集中 

以下課題の中の重要ﾃｰﾏに対して経営資源を集中 
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経営資源の集中 

次なる 
成長 

復活2014 

重要ﾃｰﾏに集中 

① 
② ③ 

2013/2/18 
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電動ﾌﾞﾚｰｷ向け 
ｷﾞｱﾎﾞｯｸｽ 

2-①自動車事業の収益改善-1 

標準化された部品を組み立てる工法へ 

ﾌﾟﾚｽｶｯﾄｽﾌﾟﾗｲﾝ      
ﾊﾌﾞｼﾞｮｲﾝﾄ 

自動車向け商品の利益率を向上 

設計・製造方法の見直し 

機能と造りやすさを追求した設計 

部品の標準化、品種統合、廉価材 

低収益品の売価改善 

売上とｼｪｱの拡大から利益重視へ 

高付加価値商品の早期市場投入 

ﾓｼﾞｭｰﾙ商品、ｼｽﾃﾑ商品 

ｺｽﾄ低減を 
優先した設計へ 

商品の 
収益改善に直結 

2013/2/18 

軽量化・低燃費化 
にも対応 



人件費構造改革の効果 

2-①自動車事業の収益改善-2 
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3,820  

-2.5% 

0.3% 
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'13/3 '14/3 '15/3

 
 
 
 

売上高 
（億円） 

自動車事業 
営業利益率 

（％） 

自動車向け商品の利益率を向上 

成長市場の需要地生産を拡大 

鋼材や前工程品の現地調達を拡大 

日本からの 
輸出を削減 

2013/2/18 

15年3月期 
営業利益率2.1％へ 
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NTA（米国） 

NTPT（タイ） 等速ｼﾞｮｲﾝﾄ 

ﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ 

2-①自動車事業の収益改善-3 

現地材料の活用と前工程の現地一貫生産を加速 

現地鋼材の採用拡大 

現地調達率を 
90％へ 

前工程品の現地調達 

FTAなどの活用 

中国、韓国材などの採用 

協力ﾒｰｶとのﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ 

現地ﾒｰｶ-の開拓 

自動車事業の 
収益改善 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 

2013/2/18 



2-②補修・市販向け販売拡大-1 

10 

高収益事業の販売拡大に集中 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの強化 

日本に補修中央倉庫を設置 

共有化による 
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ在庫削減 

補修向け専用生産ラインの設置 

個別品、多品種少ﾛｯﾄ品に対応 

短納期・安定供給 

2013/2/18 

+38％ 

+22％ 

+30％ 

+13％ 

（億円） 補修・市販売上高 

日本 

(13/3期比) 
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豊富な品揃えのパーツキット 

北米用パーツキット 

2-②補修・市販向け販売拡大-2 

高収益事業の販売拡大に集中 

ｵｰﾄﾊﾟｰﾂ事業の拡大 

NTN-SNRのノウハウの共有 

ＭＲＯﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大 

代理店と協業し販路の拡大 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの整備、軸受技術講習 

保守・点検ﾂｰﾙの販売推進 

北米、中国における販売強化 

メンテナンスツール 専用バンによるセミナー 

低ｼｪｱ事業 
へ集中 

 Maintenance 
 Repair 
 Overhaul 

 オイル、ガス、発電、 
 鉄鋼、鉱山、ｾﾒﾝﾄなど 

 

2013/2/18 



2-③産業機械事業のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ強化 
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新規案件 
航空機 

新規案件 
洋上風力 

成長業種と低ｼｪｱ地域の販売強化に集中 

成長業種における販売拡大 

航空機、鉄道車両、風力発電、工作機、農業機械などに注力 

新規案件の 
獲得拡大 

中国・アセアン地域の事業強化 

風力発電、工作機、建機、鉄道向け強化 

地場ﾒｰｶｰ向けの販売拡大 

中国技術ｾﾝﾀｰで現地開発ｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ 
中国技術ｾﾝﾀｰ ｷｬﾗﾊﾞﾝ活動 

低ｼｪｱ地域の 
販売拡大 

2013/2/18 



主な施策-3「構造改革」 

① 人件費構造の改革 

② 海外生産の加速 

③ 事業の選択 

 

中期的な事業構造の改革 
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 構造改革 

現地顧客 

「現地･現物･現人」体制 

現地設計 

現地調達 

現地生産 現地販売 

現地設備 

現地製品 

現地人ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

2013/2/18 



3-①人件費構造の改革 
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 地域別人員構成の変化 

64％ 67％ 

33％ 36％ 

+3％ 

海外生産の加速に伴う地域別人員構成と人件費構造を改革 

人件費を削減 

早期退職制度を活用（3月末） 

海外人員を増加 

国内人員約5％削減 
海外人員を増加 

国内人員削減では 
約115億円の効果 

現地ﾄｯﾌﾟ、ﾏﾈｼﾞｬｰは現地人 

2013/2/18 

人件費の削減 

日本 日本 

海外 海外 

2013年3月期 2015年3月期 

+17％ 

+3％ 

+2％ 

△5％ 
国内減少 

海外増加 



3-②海外生産の加速 

15 

需要地生産を基本とした為替に左右されない体制の確立 

自動車事業の 
収益改善 

日本国内 
（本体工場→子会社） 

中長期的に 
LCC品に対抗 

日本は近代化と 
リスク分散 

2013/2/18 

海外生産の加速 

100  
130  

'13/3 '15/3

米州の生産高 

100  
119  

'13/3 '15/3

欧州の生産高 

100  

157  

'13/3 '15/3

ｱｼﾞｱの生産高 

100  
98  

'13/3 '15/3

日本の生産高 

※棒ｸﾞﾗﾌは’13/3期を100として指数化 
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3-③事業の選択 

輸出ｾﾝﾀｰ（桑名） 

国内物流ｺｽﾄの削減と精機商品事業の一部撤退 

生産物流と販売物流の統合 

物流の再編とﾑﾀﾞの排除 

共同物流による輸送効率化 
物流ｺｽﾄを 

約10億円削減 

2013/2/18 

精機商品事業の一部低収益商品からの撤退 

撤退商品の絞り込み 

ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ体制の構築 

人員は新商品・新事業 
の開発・販売へ 



主な施策-4「新商品・新事業の拡大」 

① ﾓｼﾞｭｰﾙ商品・ｼｽﾃﾑ商品の開発強化 

② EVｼｽﾃﾑ商品の事業本格化 

③ 複合材料商品の開発と市場展開 

 

次への成長に向けて 
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新商品・新事業の拡大 

2013/2/18 

ﾓｼﾞｭｰﾙ・ｼｽﾃﾑ 
商品 

ｻｰﾋﾞｽ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ 
ﾋﾞｼﾞﾈｽ 

軸受 
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ﾌﾟﾚｽｶｯﾄｽﾌﾟﾗｲﾝ      
ﾊﾌﾞｼﾞｮｲﾝﾄ 

ICﾀｸﾞ内蔵軸受 

ﾃﾞｰﾀ収集装置 

測定用ｾﾝｻ 

風力発電機用状態 
監視システム 

（CMS） 

4-①ﾓｼﾞｭｰﾙ商品・ｼｽﾃﾑ商品の開発強化 

高付加価値商品の開発とｻｰﾋﾞｽ・ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大 

ﾓｼﾞｭｰﾙ商品の開発強化 

各種装置の 
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ費用削減 

周辺部品とのﾓｼﾞｭｰﾙ化 

ｼｽﾃﾑ商品の開発強化 

ﾒｶﾄﾛ技術を高度化・融合 
  した先進ﾓｼﾞｭｰﾙの開発 

ｾﾝｻ技術を核とした商品展開 

解析・診断技術の高度化 

電動ﾌﾞﾚｰｷ向け 
ｷﾞｱﾎﾞｯｸｽ 

太陽熱発電用 
電動ﾘﾆｱﾓｼﾞｭｰﾙ 

部品点数削減 
小型軽量化 

ｻｰﾋﾞｽ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ 
ﾋﾞｼﾞﾈｽへの展開 

2013/2/18 
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ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ・ 
ｲﾝﾎｲｰﾙ 

ｲﾝﾎｲｰﾙﾓｰﾀｼｽﾃﾑ 

世界初のｺﾝﾊﾞｰﾄEV実証実験（磐田市） 

ﾃﾞﾓ車両Q’mo 

小型EV実証実験（ﾌﾗﾝｽ） 

小型EV用 
ｲﾝﾎｲｰﾙﾓｰﾀｼｽﾃﾑ 

超小型ﾓﾋﾞﾘﾃｨ（EV）の 
実証実験を計画 

商品開発 

実証実験 

EVｼｽﾃﾑ商品の事業本格化 

実用化のための社会実証実験 

EVｼｽﾃﾑ商品の 
早期量産化 

2013/2/18 

高付加価値商品の開発とｻｰﾋﾞｽ・ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大 

4-②EVｼｽﾃﾑ商品の事業本格化 
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建設機械用 
「複層焼結含油軸受」 

アモルファスコア 

燃料ポンプ用 
「耐腐食性焼結軸受」 

PC薄型ﾌｧﾝﾓｰﾀ用 
「薄型動圧ﾍﾞｱﾌｧｲﾄ」 

高負荷用樹脂すべりねじ 

高強度焼結ギア 

軸受     構造部材 機能性新素材 

自
動
車 

産
業
機
械 

（用途）MRI用チョークコイル 

（用途）EV・HEV用ﾘｱｸﾄﾙ 

※用途はすべて一例 

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ用 
ｼｰﾙﾘﾝｸﾞ 

ﾊﾟﾜｰｼｰﾄ用 
MLE軸受 

（用途）食品機械 

複合材料商品の開発と市場展開 

軸受から 
構造部材へ 

構造部材から 
機能性新素材へ 

2013/2/18 

高付加価値商品の開発とｻｰﾋﾞｽ・ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大 

4-③複合材料商品の開発と市場展開 



「復活2014」の目標 

「復活2014」  

13年3月期（見通し） 

 売上高： 5,300億円 

 営業利益： 75億円 

15年3月期（目標） （13/3期比） 

 売上高： 6,000億円 （+13%） 

 営業利益： 400億円 （約5倍） 

売上高 
（億円） 

 
 
 

営業利益 
（億円） 
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利益を造る企業体質へ 

営業利益率 

「緊急対策」 

「構造改革」 

「経営資源の集中」 

「躍進2013」  

2013/2/18 ※「復活2014」2年間の為替ﾚｰﾄ：US$85円、€110円 

新商品・新事業 
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「復活2014」の目標 
 【地域別売上高】 
  ・販売は日本が減少、海外で増加 

  ・海外の売上構成比率が増加 

 【事業形態別売上高と営業利益】 
  ・産業機械と補修・市販の販売を増加 

  ・自動車の営業利益を改善 
 

2013/2/18 

日本 

1,768 
日本 

1,730 

日本 

1,705 

米州 

1,372 

米州 

1,535 

米州 

1,680 

欧州 

1,231 

欧州 

1,325 

欧州 

1,350 

ｱｼﾞｱ 

929 

ｱｼﾞｱ 

1,110 

ｱｼﾞｱ 

1,265 

5,300  
5,700  

6,000  

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

'13/3 '14/3 '15/3

売上高 
（億円） 

△4％ 

＋22％ 

※為替ﾚｰﾄは、13/3期がUS$81.2円、€105.3円、 14/3期、15/3期がUS$85円、€110円。 

＋10％ 

＋36％ 

（13/3期比） 

＋13％ 

自動車 

3,510 

自動車 

3,650 

自動車 

3,820 

産業機械 

915 

産業機械 

1,015 

産業機械 

1,085 

補修市販 

875 

補修市販 

1,035 

補修市販 

1,095 

5,300  
5,700  

6,000  

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

'13/3 '14/3 '15/3

＋9％ 

＋19％ 

＋25％ 

（13/3期比） 

＋13％ 

売上高 
（億円） 1.4% 

4.9% 
6.7% 

営業利益率 
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(55) 

(56) 

(64) 

(55) (47) 

(67) 

(136) 

55億円 

175億円 

250億円 

‘13/3下 ‘15/3 ‘14/3 

期間 効果額 

13年3月下期 55億円 

14年3月期 175億円 

15年3月期 250億円 

 合計（2年半） 
 （復活2014） 

480億円 
425億円 緊急対策 

構造改革 

経営資源の 
集中（比例費） 

※各施策の金額は、為替ﾚｰﾄUS$75円、ﾕｰﾛ100円で算出 

各施策の利益への効果額 

Ⅱ. 「復活2014」の目標と効果 

2013/2/18 

2年間における各施策の事業形態別効果額 

経営資源の
集中（比例費）

(a) 

構造改革
(b) 

計 
(c=a+b) 

緊急対策 
(d) 

合計 
(c+d) 

自動車 152 97 249 
102 425 

産機・補修 48 26 74 

計 200 123 323 102 425 

単位：億円 
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「復活2014」の営業利益の増減要因 

為替レート 

比例費低減 

利益増加要因 
（ 423億円 ） 

利益減少要因 
（ 98億円 ） 

+325億円 

 
 
 
 

営業利益 
75億円 

’15年3月期通期 
営業利益 

400億円 

’13年3月期  通期< 見通し> 
vs 
’15年3月期  通期< 見通し > 

187億 

人件費減少 

売価レベル 

規模効果 

18億 

80億 

58億 

2013/2/18 

14億 

164億 

経費等増加 

 (償却費△8、その他△10) 

’13年3月期通期 
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「復活2014」の主な経営指標 

※NTN-ROI＝税引後営業利益/(棚卸資産+有形固定資産) 2013/2/18 

見通し 復活2014 増減      

②-① 2013年3月期① 2014年3月期 2015年3月期② 

売上高（億円） 5,300 5,700 6,000 +700 

営業利益（億円） 75 280 400 +325 

 営業利益率 1.4% 4.9% 6.7% +5.3ﾎﾟｲﾝﾄ 

当期利益 △70 120 200 +270 

棚卸資産（億円） 1,570 1,500 1,450 -120 

 棚卸資産回転率(回) 3.4 3.8 4.1 +0.7 

ROA △1.0% 1.6％ 2.6% +3.6ﾎﾟｲﾝﾄ 

ROE △3.6% 6.4％ 10.5% +14.1ﾎﾟｲﾝﾄ 

ﾈｯﾄD/Eレシオ 1.44 1.46 1.24 0.20改善 

NTN-ROI(※) 1.2%  4.3％ 6.4% +5.2ﾎﾟｲﾝﾄ 

為替ﾚｰﾄ $:¥81.2   €:¥105.3  $:¥85  €:¥110  $:¥85  €:¥110 - 
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